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A coming ofA coming of
   age ceremony   age ceremony

新
成
人
と
し
て
心
新
た
に

　

1
月
10
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流

会
館
で
、
平
成
28
年
成
人
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
藤
町
長
か
ら
式
辞
、

木
村
繁
町
議
会
議
長
、
島
田
欽
一
県
議

会
議
員
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
後
、
越
前

地
区
の
北
崎
友
哉
さ
ん
と
倉
﨑
瑠
衣
さ

ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、「
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
義
務
を
果
た
し
、
一
人
の
人
間
と

し
て
日
々
成
長
し
な
が
ら
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
続
け
ま
す
」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
4
地
区
の
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
、
新
成
人
た
ち
は
久
し
ぶ
り

に
会
う
友
人
や
恩
師
と
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

朝
日
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

新
成
人
と
し
て

新
成
人
と
し
て

心
新
た
に

心
新
た
に

◀誓いのことばを
　述べる北崎さん（左）と
　倉﨑さん（右）



　

1
月
16
日
、
17
日
の
2

日
間
、
道
の
駅
越
前
に
て

第
41
回
水
仙
ま
つ
り
「
水

仙
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
水
仙
の

見
ご
ろ
を
迎
え
る
1
月
に

合
わ
せ
開
か
れ
、
水
仙

娘
に
よ
る
越
前
水
仙
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
、
地
元
鮮
魚

店
や
食
事
処
な
ど
に
よ
る
、

新
鮮
な
魚
介
類
や
地
元
グ

ル
メ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

多
く
の
人
が
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

　

1
月
10
日
、
宮
崎
小
学
校
、
織
田
小
学
校
体

育
館
で
、
越
前
町
協
会
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
か
れ
、
越
前
町
と
鯖
江
市
の
女
子
12

チ
ー
ム
、
男
子
6
チ
ー
ム
、
総
勢
約
１
６
０

人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
初
め
て
の
公
式
戦
と

あ
っ
て
、
ど
の
チ
ー
ム
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
3
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ

れ
こ
む
白
熱
し
た
試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
は
四
ケ
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
接
戦

を
制
し
、
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

1
月
12
日
、
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
越
前
水
仙
の
発
送

式
を
行
い
ま
し
た
。
越
前
水
仙
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
友
好
都
市
や
各
報
道
機
関
、
旅
行
会
社
な
ど

１
６
３
か
所
に
３
，２
６
０
本
の
水
仙
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

発
送
式
で
は
、
内
藤
町
長
と
Ｊ
Ａ
越
前
丹
生
代
表
理
事

組
合
長
、
水
仙
栽
培
農
家
の
代
表
者
が
最
後
の
箱
詰
め
作

業
を
行
い
、
可
憐
で
甘
い
香
り
の
越
前
水
仙
を
送
り
出
し

ま
し
た
。

第
41
回
水
仙
ま
つ
り
「
水
仙
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

越
前
町
協
会
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

四
ヶ
浦
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
初
優
勝

越
前
水
仙
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

　

1
月
5
日
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
協
力
10
事
業
所
と
「
地
域
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
支
援
を

必
要
と
す
る
人
に
対
し
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に

見
守
り
活
動
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
協
力
事

業
所
に
は
、
日
常
業
務
の
中
で
高
齢
者
や
子
ど

も
が
支
援
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
場
合
、
い
ち

早
く
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
も
ら
い
、
迅
速
に

町
と
事
業
所
が
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
連
絡
窓
口

　
　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
２
９

　

1
月
9
日
、
劔
神
社
で
越
前
町
の
交
通
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
町
交
通
指
導

員
や
鯖
江
交
通
安
全
協
会
の
町
内
各
分
会
員

な
ど
約
40
人
が
出
席
し
、
今
年
一
年
の
交
通
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
指
導
員
会
長
は
、「
近
年
の
町
内
の

交
通
事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
も
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
町
民
の
尊
い
命
を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
啓
発
活
動
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は
交
通
安
全
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

12
月
30
日
、
福
井
ふ
る
さ
と
百
景
認
定
団
体

で
あ
る
「
上
岬
地
区
を
良
く
す
る
会
」
が
玉
川

洞
窟
観
音
で
越
前
焼
の
灯
り
と
り
を
設
置
し

「
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

交
通
安
全
祈
願

玉
川
観
音
灯
り
と
り

先　鋒 三　原　大　和 朝日小4年
次　鋒 相　馬　快　成 織田小5年
中　堅 岩　﨑　吏　玖 城崎小6年
副　将 津　脇　七　海 朝日中1年
大　将 水　島　郁　士 織田中2年

小学生団体戦（5人戦） 小学4年以下の部 小学5年・6年の部 中学生男子の部 中学生女子の部

優勝 越前少年剣道クラブ 山　本　天　晴
（越前少年剣道クラブ）

吉　田　瑛　博
（越前少年剣道クラブ）

水　島　郁　士
（織田中学校）

山　﨑　琴　音
（朝日中学校）

2位 織田剣道スポーツ少年団 岩　﨑　成　生
（越前少年剣道クラブ）

岩　﨑　吏　玖
（越前少年剣道クラブ）

山　本　空　羽
（越前中学校）

津　脇　七　海
（朝日中学校）

3位 朝日少年剣道 三　原　大　和
（織田剣道スポーツ少年団）

相　馬　快　成
（織田剣道スポーツ少年団）

三　原　碧　月
（朝日中学校）

【団体の部】 第3位　越前町少年剣道クラブＡ

【個人の部】 小学生個人戦〈男子の部〉　準優勝　岩﨑吏玖さん （城崎小6年）

今年も、越前町の小さな剣士たちは、県内各地で大健闘しています。
その活躍ぶりをご紹介いたします。

　第25回古城旗争奪剣道大会で、
越前町少年剣道クラブAが、3年
連続で団体の部3位に入賞しまし
た。また、岩﨑吏玖さん（城崎小
6年）が、小学生個人戦男子の部
で見事、準優勝となりました。
　なお、団体チームオーダーは右
のとおりです。

　丹生地区剣道連盟管区内の3小学校と3中学校の少年剣士にて、第33回丹生郡少年剣道錬成大会が盛大に開催さ
れました。入賞者は次のとおりです。

「技あり！」　～少年剣士たちの活躍～

第25回古城旗争奪剣道大会

第33回丹生郡少年剣道錬成大会

期日：11月3日　　会場：丸岡南中学校体育館 

期日：12月6日　　会場：織田小学校体育館 

見守り協定締結事業所
（写真前列左から）鯖江郵便局／田畠局長、厨郵便局／別司局長、福井
県民生協／竹生理事長、内藤町長、北陸電力丹南支社／上野支社長、越
前丹生農協朝日支店／中上支店長、福井信用金庫営業推進部／齊藤部長
（写真後列左から）福井新聞越前朝日販売店／時田店長、中日新聞・日刊
県民福井朝日専売店／月田代表、福井銀行朝日町支店／土屋支店長、県
信漁連業務部／広瀬部長、福邦銀行越前支店／岩谷支店長

ま
し
た
。
灯
り
と
り
の
陶
器
は
11
月
に
会
員
が

製
作
し
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
灯
り
と
り
に
照

ら
さ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
内
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

灯
り
と
り
点
灯
時
間　

午
前
8
時
〜
午
後
10
時

▲灯りとり製作中

▲成形完成 優勝した四ヶ浦スポーツ少年団のみなさん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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人
権
擁
護
委
員
が
織
田
小
学
校
1
、
2
年
生

を
対
象
に
人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
人
権
擁

護
委
員
が
お
手
本
を
示
し
た
後
、
児
童

た
ち
は
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
の
お
絵
か

き
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が

個
性
あ
ふ
れ
る
ま
も
る
君
の
顔
を
描
き

あ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
パ
ン
の
生
み
の
親
”や
な

せ
た
か
し
“
さ
ん
が
作
詞
し
た
、
人
権
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ
〜
世
界
を

し
あ
わ
せ
に
〜
を
元
気
よ
く
大
合
唱
し
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
65
回 

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
（
福
井
保
護
観
察
所
管
轄
）
の
表

彰
式
が
、
1
月
6
日
に
福
井
春
山
合
同
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
下
で
10
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

が
、
丹
生
地
区
か
ら
、
次
の
3
人
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

最
優
秀
賞

　

宮
崎
小
学
校
6
年　

清
水　

麻
由
さ
ん

優
秀
賞

　

萩
野
小
学
校
6
年　

南　
　

羅
夢
さ
ん

優
秀
賞

　

城
崎
小
学
校
6
年　

親
崎　

智
乃
さ
ん

　

昨
年
12
月
19
日
、
京
都
市
内
の
会
議
室
に
て
、

京
都
在
住
の
越
前
町
及
び
福
井
県
内
出
身
の
大

学
生
7
人
と
Ｕ
タ
ー
ン
に
対
す
る
考
え
方
や
越

前
町
の
就
労
環
境
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
は
、
親
元
を
離
れ

て
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
た
か
っ
た
、
自
分
に
合

う
学
校
が
県
内
に
な
か
っ
た
、
県
外
に
出
て
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
視
野
を
広
め
た
か
っ
た

等
の
理
由
で
京
都
の
大
学
に
進
学
し
た
み
な
さ

ん
で
す
。

　

み
な
さ
ん
に
Ｕ
タ
ー
ン
に
対
す
る
想
い
を
尋

ね
る
と
、
福
井
に
戻
り
公
務
員
や
教
師
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
半
数
い
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
方
は
地
元
は
好
き
だ
け
ど
交
通
の
便
が

　

12
月
12
日
、
13
日
に
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
か
れ
た
第
43
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国

大
会
に
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

ヴ
ィ
ー
タ
の
一
員
と
し
て
濵
本
さ
く
ら
さ
ん

（
四
ヶ
浦
小
3
年
）、
牛
若
文
華
さ
ん
（
糸
生
小

5
年
）
が
出
場
し
、
Ｕ‒

12
の
部
バ
ト
ン
編
成

で
8
位
入
賞
し
ま
し
た
。
審
査
基
準
が
改
正
さ

れ
た
第
41
回
大
会
以
降
の
Ｕ‒

12
の
部
で
は
県

勢
初
の
入
賞
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
演
技
テ
ー
マ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

舞
台
に
し
た
男
女
の
甘
い
恋
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

キ
ュ
ー
ト
な
表
現
と
衣
裳
の
コ
ン
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
活
か
し
た
ス
テ
ー
ジ
展
開
や
、
統
一
さ
れ

た
集
団
美
、
バ
ト
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
が
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

2
人
が
所
属
す
る
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
フ
ェ

リ
ー
チ
ェ
は
選
手
権
大
会
を
目
的
に
活
動
を
行

織
田
小
学
校
で
人
権
教
室

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
作
文
コ
ン
テ
ス
ト  

表
彰

越
前
町
Ｕ
タ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
43
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

▲人KENまもる君と一緒に大合唱

▲前列　左端：親崎智乃さん　左から4番目：清水真由さん　　
　　　　右から4番目：南羅夢さん

▲お絵かき歌でまもる君が描けたよ

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
年
間
を
通
し
て
学
校
や
合
宿
通
学
で

の
人
権
教
室
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
生
活
路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進

し
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
活
性
化
を
図
る
た

め
、
路
線
バ
ス
（
福
鉄
バ
ス
・
京
福
バ
ス
）
で

高
校
な
ど
へ
通
学
す
る
人
に
、
購
入
し
た
定
期

券
代
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、
3
月
23

日
㈬
ま
で
で
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

越
前
町
に
在
住
す
る
町
民
で
、
通
学
定
期
を

購
入
し
た
人

補
助
金
額

　
定
期
券（
往
復
）1
月
分
に
つ
き
１
，０
０
０
円

※
な
お
、越
前
地
区
の
人
に
は
加
算
額
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
1
月
1
日
付
け
で
宇
野
格
士
氏

（
在
任
期
間
9
年
3
月
）
と
大
西
由
美
子
氏
（
在

任
期
間
6
年
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人

に
は
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
対
し
て
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
任
と
し
て
次
の
人
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

蚊
谷
寺　

武
田
淳
子
氏

　

細　

野　

伊
部
孝
幸
氏

　

お
二
人
の
任
期
は
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
30
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害
や
差
別
問
題

な
ど
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
の
相
談
を
受
け

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
感
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
通
学
定
期
購
入
補
助
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

申
請
方
法

　

指
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生

徒
手
帳
・
購
入
し
た
定
期
の
写
し
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
企
画
財
政
課
お
よ
び
各
住

民
サ
ー
ビ
ス
室
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

提
出
先

　

企
画
財
政
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
丹
生
高
等
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
場
合
は
、

学
校
へ
申
請
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

企
画
財
政
課　

☎
３
４‒

８
７
０
２

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
　
　
　
　

☎
２
２‒
０
１
９
４

　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
５

▲退任された大西由美子さん（左から2人目）、宇野格士さん
（左から3人目）と新たに委員になられた武田淳子さん（右
から3人目）、伊部孝幸さん（右から4人目）

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
や

が
て
誰
に
も
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
な
く
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
前
も
っ

て
保
険
料
を
出
し
合
い
お
互
い
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。

　

な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や

20
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』　　
　

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
健

康
保
険
課
ま
た
は
武
生
年
金
事
務
所
で
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３‒

１
１
２
６

悪
い
、
遊
ぶ
場
所
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
県

外
で
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

越
前
町
の
企
業
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
や
友

達
の
就
職
し
た
会
社
し
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
学
生
の
み
な
さ
ん

に
必
要
な
情
報

を
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、

み
な
さ
ん
の
意

見
を
参
考
に
越

前
町
を
魅
力
あ

る
町
に
し
て
い

け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
合
格
し
た
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。
小
学
生

チ
ー
ム
は
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー
タ
と
し
て
活

動
し
、
越
前
町
厨
出
身
の
仙
石
晴
子
さ
ん
指
導

の
下
、
団
体
の
全
国
大
会
は
6
年
連
続
7
回
出

場
し
て
い
ま
す
。
濱
本
さ
ん
、
牛
若
さ
ん
の
今

後
の
活
躍
に
も
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

濵本さくらさん（左）と牛若文華さん（右）

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

あ
そ
ん
じ
ゃ
お
う
！

日　

時　

2
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

会　

場　

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
生

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜　

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ

☆
プ
ラ
パ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

自
分
の
描
い
た
絵
が
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
な

り
ま
す
。

☆
バ
ル
ン
ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

風
船
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
り
ま
す

☆
伝
統
芸
能
披
露
！
（
午
前
11
時
〜
）

　

子
ど
も
太
鼓

☆
最
後
に
、
餅
つ
き
を
し
ま
す

問
合
せ
先

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　

☎
３
７‒

７
７
１
０　

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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　申告相談の日程表

≪還付申告≫
と　　　　き と　こ　ろ 対象地区

2 月16日㈫ ～ 3 月15日㈫
（土・日曜日・祝日を除く）

9：00～ 16：00 越前町役場 全地区

≪町県民税申告・確定申告≫
と　　　　き と　こ　ろ 対象地区

2 月16日㈫ ～ 3 月15日㈫
（土・日曜日・祝日を除く）

9：00～ 16：00 越前町役場 全地区

2 月18日㈭～ 19日㈮ 9：00～ 16：00 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2 月23日㈫～ 24日㈬ 9：00～ 16：00 織田コミュニティセンター 織田地区

3 月 1 日㈫ ～ 2 日㈬ 9：00～ 16：00 越前コミュニティセンター 越前地区

申告のお願い
　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前に準備し、自分で出来
るだけ申告書を記入してください。また、必要な書類は必ず持参してください。
　なお、各コミュニティセンターの申告相談日は本庁の相談会場が混み合いますので、ご了承願います。
・農業所得や事業所得などの申告をされる人は、収支内訳書の記入
　（帳簿作成が義務付けられています）
・医療費控除を申告される人は、医療機関別、受診した人ごとに整理・集計
　（生命保険など各種助成金の受領額も集計してください）

青色申告や土地・株式の譲渡所得、山林所得などがある人は税務署で申告してください。

問合せ先　税務課　 ☎34‒8709

　

所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
県
民
税
の
申

告
が
2
月
16
日
㈫ 
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
申
告
相
談
日
程
表
を
参
考

に
、
該
当
す
る
人
は
必
ず
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用

し
て
作
成
で
き
ま
す
。
な
お
、
郵
送
や
電

子
申
告
（
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
）
で
提
出
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
人

・
1
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
以
外
に
年

金
・
事
業
・
不
動
産
な
ど
20
万
円
を
超

え
る
所
得
が
あ
る
人

・
給
与
収
入
が
２
，０
０
０
万
円
を
超
え

る
人

・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
2
か
所
以
上
か
ら
の

給
与
収
入
が
あ
り
、
年
末
調
整
を
し
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、
事
業
・

不
動
産
な
ど
の
所
得
と
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
人

・
公
的
年
金
等
の
収
入
以
外
に
給
与
や
事

業
・
不
動
産
な
ど
20
万
円
を
超
え
る
所

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
の
時
期
で
す
！

得
が
あ
る
人

・
各
種
の
所
得
の
合
計
額
が
扶
養
控
除
や

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
人

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど

を
修
正
す
る
人

　
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
人

　

確
定
申
告
を
す
れ
ば
、
納
め
過
ぎ
た
所

得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
平
成
27
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
人

・
源
泉
徴
収
税
額
の
あ
る
給
与
所
得
者
・

年
金
所
得
者
で
、
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控

除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
の
新
築
・
増
改
築
等
を
し
た
人

申
告
期
間　

…
…　

2
月
16
日
㈫
〜
3
月
15
日
㈫

　

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
収
入
は
、「
雑
所
得
」
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

公
的
年
金
収
入
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人
に
つ

い
て
は
、
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
町

県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
配
偶
者
控
除
や
社
会
保

険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

町
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
越
前
町
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
町
県
民

税
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
確
定
申
告
を
す
る
人

・
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
役
場

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
人

・
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
み
で
、
所

得
控
除
を
追
加
し
な
い
人

・
前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
同
一
世
帯
者

か
ら
扶
養
親
族
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
人

　

申
告
を
し
な
い
と
…

　

所
得
・
課
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま

せ
ん
。

・
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

・
児
童
手
当
等
の
支
給

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
認
印
）

②
給
与
・
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
の

原
本

③
各
種
保
険
料
の
支
払
証
明
書
（
生
命

保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
国
民
年
金
保

険
料
）

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療
費
の

領
収
書
・
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は

寄
附
金
の
受
領
証

⑤
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
障
害
者
手

帳
な
ど
の
証
明
書

⑥
還
付
を
受
け
る
人
は
本
人
名
義
の
金
融

機
関
の
通
帳

⑦
新
規
に
口
座
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
本
人
名
義
の
通
帳
と
そ
の
届

出
印

申告書の作成は

「確定申告書等作成コーナー」で！！

　画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額などが自動計算され、所得税および復興特別
所得税、消費税および地方消費税の確定申告書や青色申告決算書などを作成できます。
　また、作成したデータは、 「e-Tax（電子申告）」を利用して提出できます。

※e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です。）ICカードリーダライタの購入などの事前
準備が必要です。

便利な

ww
w.nta.go.jp

でデータ通信！ 書面で提出！書面で提出！
e-Tax

または

国税庁
ホームページの
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　郵便局での保管期間経過や郵便物の転送手続きをされている等の理由により、越前町役場に通知カードが返戻さ
れています。返戻された通知カードは住民環境課窓口で本人またはその代理人にお渡しすることができます。次の
必要書類をお持ちのうえ、ご来庁をお願いします。
　なお、コミュニティセンターでの受取りをご希望の人は、まず住民環境課へご連絡ください。ご連絡から3日目（土
日祝日を除く）以降にお受取りが可能です。

●通知カードを紛失した場合
通知カードを紛失した場合は、住民環境課へ「通知
カード紛失届」を提出してください。
通知カードの再交付を申請するには、警察署へ遺失
物届を提出した際の遺失物受理番号など、紛失した
ことを証明する書類が必要となります。
また、通知カードの再交付については、再交付手数
料（500円）が必要です。

●転入・転居などの手続きのときは
転入、転居などで住所が変わる場合や、結婚などで
氏が変わる場合は、通知カードおよび個人番号カー
ドに変更内容を記載する必要がありますので、手続
きの際には対象となる家族全員の通知カードおよび
個人番号カードをご持参ください。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

本人・同一世帯の人が来庁する場合 代理人が来庁する場合

⑴　本人確認書類
Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写
真付き）、在留カードなど　1点

Ｂ　Ａをお持ちでない人は、健康保険証、介護保険証、
年金手帳など　2点

⑵　印鑑

⑴　本人確認書類
Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写
真付き）、在留カードなど　1点

Ｂ　Ａをお持ちでない人は、健康保険証、介護保険証、
年金手帳など　2点

⑵　法定代理人の場合、戸籍謄本その他その資格を有す
る書類

⑶　任意代理人の場合、通知カード受領に関する委任状
⑷　印鑑

「マイナンバー」通知カードの受取りについて
　

世
界
の
食
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

外
国
出
身
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
外
国
料
理
を
作

り
試
食
を
し
な
が
ら
交
流
し
ま
す
。
ご
家
族
お
友
達
な
ど
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

2
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
30
分

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

メ
ニ
ュ
ー　

台
湾
料
理
、
メ
キ
シ
コ
料
理
な
ど
（
予
定
）

定　
　

員　

①
料
理
か
ら
参
加
：
30
人
程
度
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　

②
交
流
会
か
ら
参
加
：
40
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

2
月
12
日
㈮

申
込
・
問
合
せ
先

　

国
際
交
流
協
会　

☎
３
４‒

８
７
１
３

　

E-m
ail　

kokusai@
tow
n.echizen.lg.jp

交
流
会
「
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン 

in 

越
前
町
」
を
開
催
し
ま
す

▲昨年の様子

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相

談
・
請
求
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
者
】

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受

け
る
人
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
． 平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

2
． 戦
没
者
等
の
子

3
． 戦
没
者
等
の

 

⑴
父
母　

⑵
孫　

⑶
祖
父
母　

⑷
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

4
． 1
か
ら
3
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内

の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

限
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】

　

額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】

　

平
成
27
年
6
月
15
日
か
ら
平
成
30
年
4
月
2

日
ま
で

【
持
参
し
て
い
た
だ
く
物
】

印
鑑
（
認
印
以
外
か
つ
、
欠
け
て
い
な
い
印

鑑
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
等
）

【
相
談
・
請
求
窓
口
】

朝
日
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

福
祉
課　
　
　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
２
５

宮
崎
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
３
２‒

７
７
１
１

越
前
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
３
７‒

７
７
１
１

織
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
人

　

織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室　

☎
３
６‒
７
７
１
１

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

例
年
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
農
地
台
帳
の
更

新
は
、
2
月
上
旬
か
ら
3
月
中
旬
に
か
け
て
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
か
ら
配
布
及

び
回
収
の
方
法
を
農
家
へ
の
郵
送
（
返
信
用
封

筒
入
り
）に
統
一
し
、時
期
を
10
月
〜
11
月（
以

農
地
台
帳
の
更
新
方
法
・
更
新
時
期
が
変
わ
り
ま
す

後　

例
年
同
時
期
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
農
業
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
３
４‒

８
７
０
４

　

越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
の
推
進
と
政
治
や
選
挙
に
関
す

る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
越
前

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

1
． 越
前
町
に
在
住
の
今
年
18
歳
以
上
に
な

る
人
で
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
運
動
に

関
心
の
あ
る
人

2
． 政
治
的
に
中
立
・
公
正
な
立
場
で
活
動

で
き
る
人

3
． 協
議
会
の
活
動
に
参
加
で
き
る
人

活
動
内
容

1
． 年
1
回
の
総
会
お
よ
び
研
修
会

2
． 選
挙
時
の
街
頭
啓
発
活
動
（
啓
発
物
の

配
布
な
ど
）

3
． 明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
選
考

業
務

任　
　

期

　

2
年（
平
成
28
年
4
月
か
ら
30
年
3
月
ま
で
）

越
前
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
期
間

　

平
成
28
年
2
月
29
日
ま
で
に
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
越
前

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

☎
３
４‒

８
７
０
０

　

毎
月
、
委
員
が
直
接
相
談
に
応
じ
る
夜
間
労

働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

夜
間
労
働
相
談
会
（
予
約
制
）

対
象
者

　

県
内
の
労
働
者
、
事
業
主
い
ず
れ
の
人
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

雇
用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

事
前
予
約
制
で
す
。

　

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
労
働
委
員
会
事
務
局

ま
で
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
可　

E-m
ail

：roui@
pref.fukui.lg.jp

）

問
合
せ
先

　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
福
井
県
庁
10
階
）

　

☎
０
７
７
０‒

２
０‒

０
５
９
７

月　

日

時　

間

場　

所

2
月
23
日
㈫

午
後
6
時
30
分
〜

午
後
8
時　
　
　

福
井
県
庁
会
議
室

3
月
22
日
㈫

4
月
19
日
㈫

5
月
17
日
㈫

6
月
21
日
㈫

7
月
26
日
㈫

8
月
30
日
㈫

9
月
27
日
㈫

広報 えちぜん 10平成28年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん11 平成28年２月号

町からのお知らせ



防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  12月16日～1月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その４） 上 糸 生 5,389,200 円 ㈲江指組 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その５） 上 糸 生 4,320,000 円 ㈲江指組 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その６） 上 糸 生 3,888,000 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その７） 上 糸 生 3,801,600 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道福井線道路改良工事（その８） 上 糸 生 3,564,000 円 西田中建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道米ノ六呂師線道路改良（災害防除）工事 六 呂 師 4,374,000 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成27年度町道大樟道口線道路改良（災害防除）その２工事 大 樟 3,661,200 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成27年度町道寺・上野線道路改良工事 寺 1,835,784 円 坂下興業㈱ 建 設 課

平成27年度越前西部３号線林道災害復旧工事 茗 荷 6,350,400 円 オタ建設㈱ 農林水産課

平成27年度林道中笈松線道路舗装工事 中 4,914,000 円 山中建設㈱ 農林水産課

平成27年度下糸生地区揚水機場補修工事 下 糸 生 4,806,000 円 ㈲細川電工 農林水産課

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://wp.fd-sabaenyu.jp/

　真冬を迎え、温かいお風呂が一段と気持ちよく感じる時期とな
りました。しかし、入浴の際には『ヒートショック』に気をつけ
てください。ヒートショックとは室温の変化によって心臓や血管
に大きな負担をかけることで血圧が急激に上昇したり、脈拍が速
くなったりする状態のことをいいます。ヒートショックは心筋梗
塞や脳血管障害などを起こしやすくなります。入浴前には脱衣所
や浴室を暖房器具などで温め、体が受ける寒暖差を極力少なくし
ヒートショックを防ぐよう心がけましょう。
　また、『脱水』にも注意してください。冬は夏に比べ汗をかくこ
とは少なくなりますが、エアコンやこたつなどの暖房器具を使う
と部屋が乾燥して湿度は下がり、汗をかかなくても自然に体の中
の水分が失われていきます。
　脱水症状になると血液の粘度が高まり臓器への負担が大きくな
り、ぼうこう炎や肺炎、脳梗塞、前記のヒートショックなどが起
きやすくなる恐れがありますから冬でも水分をこまめにとるよう
に心がけましょう。

　1月11日、災害に強い「無火災越前町」を目指し、越前消防団出初式が越前サブコミュニティセンター周辺で開
かれました。分列行進では、消防団員および女性消防隊員総勢297人、消防車両17台が規律ある堂々とした行進を
披露しました。続いて式典が挙行され、功績のあった消防団員が表彰を受けました。最後に新保・宿漁港一帯におい
て紅白の一斉放水、振舞餅を配布し、今年1年の無火災を町民の皆様と共に祈願しました。

平成28年　越前消防団出初式

ヒートショック＆脱水にご注意を！

　

東
京
で
の
は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら
し
で
も
、

安
心
し
て
学
生
生
活
を
は
じ
め
ら
れ
る
の
が
明

倫
学
舎
で
す
。
住
み
た
い
街
№
1
の
吉
祥
寺
に

あ
っ
て
、
各
大
学
へ
の
交
通
の
便
が
良
く
、
か

つ
学
舎
の
周
り
は
緑
の
多
い
閑
静
な
住
宅
街
に

立
地
し
て
い
ま
す
。
食
事
つ
き
で
、
ラ
ウ
ン
ジ

や
図
書
室
が
完
備
。
個
室
も
ゆ
っ
た
り
で
す
。

申
込
者
の
資
格

⑴
福
井
県
内
に
居
住
す
る
保
護
者
の
子
弟
で
、

学
舎
か
ら
通
学
で
き
る
範
囲
に
あ
る
大
学

（
短
大
・
通
信
制
は
除
き
、
大
学
院
を
含
む
）

に
、
平
成
28
年
度
入
学
の
予
定
者
お
よ
び

26
年
度
、
27
年
度
に
入
学
し
た
学
生
。
な
お
、

在
舎
期
間
は
原
則
4
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑵
共
同
生
活
の
意
義
を
理
解
し
、
規
則
と
指
導

を
遵
守
し
て
、
秩
序
あ
る
生
活
の
で
き
る
意

志
強
固
な
人

　

福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2
月
の
1

か
月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
次
の
と
お
り
、
相
続
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、
遺
言
・
遺
産

分
割
協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

無
料
相
談

　

期　

間　

2
月
1
日
㈪
〜
2
月
29
日
㈪

　

場　

所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

公
益
財
団
法
人
輔
仁
会 

明
倫
学
舎
の
舎
生
を
募
集
し
ま
す

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

⑶
舎
費
・
食
費
な
ど
必
要
な
経
費
を
負
担
で
き

る
人

⑷
伝
染
性
疾
患
な
ど
の
な
い
心
身
と
も
に
健
康

な
人

⑸
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
者
人

学
舎
所
在
地

　

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
３‒

28‒

16

（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
西
荻
窪
駅
徒
歩
12
分
、
吉
祥

寺
駅
徒
歩
16
分
）

願
書
提
出
締
切
日

　

3
月
18
日
㈮
必
着
（
第
2
回
）

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
本
学
舎
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。（http://m

eiringakusha.
com

/

）

問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
輔
仁
会 

明
倫
学
舎

　

☎
０
４
２
２‒

２
２‒

２
３
０
５

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る
「
相
続
・
遺
言
に

関
す
る
登
記
・
税
金
な
ん
で
も
相
談
会
」

　

日　

時　

2
月
7
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

場　

所　

①
福
井
県
繊
協
ビ
ル

　
　
　
　
　
　

8
階
８
０
３
号
室

　
　
　
　
　
　
（
福
井
市
大
手
3
丁
目
７‒

１
）

　
　
　
　
　

②
嚮
陽
会
館　

2
階
中
会
議
室

　
　
　
　
　
　
（
鯖
江
桜
町
2
丁
目
７‒

１
）

　
　
　
　
　

③
プ
ラ
ザ
萬
象　

第
3
会
議
室

　
　
　
　
　
　
（
敦
賀
市
東
洋
町
１‒

１
）

問
合
せ
先　

福
井
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

３
０‒

０
０
０
１

居　間

廊下・脱衣所 風呂場
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町からのお知らせ



　

越
前
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
芸
能
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
剣
詩
舞
、
ダ
ン
ス
、

民
踊
な
ど
20
団
体
が
出
演
し
ま
す
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
共
に
、
お
気
に

入
り
の
サ
ー
ク
ル
を
見
つ
け
て
一
緒
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　

3
月
6
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
0
時　

開
場

　
　
　
　
　

午
後
1
時　

開
演

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

太　

鼓　

福
井
県
日
吉
太
鼓

　

獅
子
舞　

八
田
獅
子
舞
保
存
会

　

剣
詩
舞 

宗
生
流
剣
詩
舞
道
会　

宮
崎
子
供
、

織
田
、
あ
さ
ひ
、
越
前
会
、
あ
さ

ひ
少
年
教
室
、
宮
崎
、
宮
崎
物
語

ク
ラ
ブ
、
あ
さ
ひ
幸
若
の
会

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

フ
ラ
ダ
ン
ス
ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

宮
崎
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
Ｅ
ｚ 

Ｓ
ｅ
ａ

織
田
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
Ｏ
・
Ｔ
・
Ａ

　

ダ
ン
ス　

ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室

第
7
回　

越
前
町
文
化
協
議
会　

芸
能
祭　

民　

謡　

う
ぐ
い
す
会

　

民　

踊　

カ
ト
レ
ア

入
場
料　

無　

料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

「
窯
変
結
晶　

木
村
盛
和
陶
芸
展
」

　

昭
和
51
年
、
京
都
で
天
目
釉
の
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
陶
芸
家
、
木
村
盛
和
氏

は
、
当
町
の
佐
々
生
に
移
住
し
「
小
倉
見
窯
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
木
村
氏
は
小

倉
見
窯
で
自
身
の
技
を
磨
く
と
同
時
に
、
若
手

陶
芸
家
の
育
成
、
福
井
県
全
体
の
工
芸
美
術
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
小
倉
見

窯
時
代
の
作
品
が
、
昨
年
10
月
に
ご
遺
族
よ
り

越
前
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
を
記
念
し
て
雨
田
光
平
記
念
館

で
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会　
　

期

　

2
月
20
日
㈯
〜
3
月
21
日
（
振
替
休
日
・
月
）

　

※
会
期
中
、
展
示
替
が
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

　

記
念
館
で
は
次
回
展
覧
会
の
展
示
作
業
の

た
め
、
次
の
期
間
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

雨
田
光
平
記
念
館　

寄
贈
記
念
企
画
展　

開
催
の
お
し
ら
せ

雨
田
光
平
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体
（
20
人
以
上
）　

80
円　

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
期
中
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
（
3
月
21
日
を
除
く
）

会
場
・
問
合
せ
先

　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文

化
歴
史
館
（
☎
３
６‒

２
２
８
８
）

臨
時
休
館　

2
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館

　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
６
６
６

　

現
在
の
七
草
粥
は
１
月
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
園
で
は
春
の
野
花
が
芽
吹
き
始
め

る
、
早
春
、
旧
暦
の
七
草
に
ち
な
み
２
月
上

旬
に
、
来
園
さ
れ
た
お
客
様
に
七
草
粥
を
振
舞

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
春
の
七
草
を
覚
え
ま

し
ょ
う
。

　

七
草
粥
の
振
舞
い
を
行
い
ま
す
。

日　
　

時　

2
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

場　
　

所　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

植
物
館　

1
階　

休
憩
室

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

　
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
」
は
「
植
物
学
的
」
と
い
う

意
味
で
す
。
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
は
植
物
の

姿
を
正
確
に
精
密
に
描
い
た
絵
画
で
、
西
洋
で

発
展
し
、
植
物
図
鑑
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
」
は
、
植
物
の
姿

を
学
術
的
な
用
途
に
も
足
り
る
ほ
ど
正
確
に

精
密
に
撮
影
し
た
写
真
の
こ
と
で
、
宮
誠
而
氏

の
造
語
で
す
。
２
０
０
３
年
6
月
か
ら
ボ
タ

ニ
カ
ル
フ
ォ
ト
撮
影
技
術
の
研
究
を
開
始
、
10

月
に
は
ほ
ぼ
技
法
を
完
成
さ
せ
、
本
格
的
な
作

品
製
作
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
ボ
タ
ニ
カ

ル
フ
ォ
ト
の
技
術
を
応
用
し
た
「
大
和
写
真
」

も
精
力
的
に
制
作
、
発
表
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　
2
月
13
日
㈯
〜
3
月
21
日（
月
・
祝
）

会　
　

場　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

植
物
館 

1
階 　

第
1
研
修
室

「
春
の
七
草
か
ゆ
を
楽
し
も
う
」　

２
０
１
６
年　

宮　

誠
而
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
フ
ォ
ト
展
」

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

　

越
前
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
ぬ
く
も
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
音
楽
団
体
に
よ

る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

日
頃
の
練
習
成
果
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　

2
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
0
時
30
分　

開
場

　
　
　
　
　

午
後
1
時　

開
演

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

大
正
琴　
グ
ル
ー
プ
・
シ
ン
デ
レ
ラ
、
笑
琴
会

　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
・
な
で
し
こ

　
　
　
　
　

水
仙
グ
ル
ー
プ
、
み
や
び
会

　

合　

奏　
ま
り
ん
ば
み
ゅ
ー
じ
っ
く
ぱ
ー
て
ぃ
ー
！

第
9
回　

ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
Ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
ｄ
ｉ
ｃ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｔ 

Ｏ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　

え
ち
ぜ
ん
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　

Ｏ
Ｔ
Ａ
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ス
タ

　
　
　
　
　

フ
ジ
オ
カ
リ
ナ
教
室

　

邦　

楽　

楓
の
会
、
琴
友
会

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
音
’Ｓ  

Ｏ
Ｔ
Ａ

　

雅　

楽　

越
前
青
楽
社

　

合　

唱　

童
謡 

わ
ら
べ

　
　
　
　
　

越
前
町
民
混
声
合
唱
団

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０
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きっとなる夢を紡いでふくらませ 竹内　涼子
真心が無料で尽くすボランティア 山田千栄子川 柳 無料席感謝の念と気づかされ 冨田コズヱ

きっと来る首長くして待つ老母 笠嶋ナツヱ川 柳

　高血圧の要因の一つに、肥満があります。体重が1㎏増えるごとに、血液量は約80ml増えます。血液量が増
えると、血圧も上がりやすくなり、心臓にも負担がかかります。適正な体重を維持することが大切です。
　越前町の特定健康診査を受診された男性の半数が腹囲85cmを超えています。20歳の頃のウエスト、体重に
比べていかがですか？
　今回は、ご飯軽く1杯分と同じカロリーの食品の目安を表にしました。食べ過ぎにならないようにしましょう。

こちら健康増進係 みんなで予防！高血圧！
高血圧の生活習慣のポイントは？第10回

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

分
類 食　品　名 目安量（g）

パ　
　
　

ン

食パン（6枚切） 1枚 60

食パン（5枚切） 0.8枚 60

ロールパン 1個と半分 50

クロワッサン 1／ 3個 35

フランスパン 7cm幅 60

ハンバーガー（ビックマック） 1／ 3個 65

も　　ち 1個 70

分
類 食　品　名 目安量（g）

菓
子
パ
ン

あんパン 2／ 3個 60

うす皮あんパン（1袋5個入） 1個 45

クリームパン 1／ 2個 95

メロンパン 1／ 3個 40

め
ん
類

生うどん 2／ 3玉 60

生そば 1／ 2玉 50

生めん 1／ 2玉 50

インスタントラーメン 1／ 3袋 30

軽く1杯（100g）=160キロカロリーごはん

軽くご飯1杯分と同じカロリーの目安は？

　
「
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
」、「
ひ
ど
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」、「
人
間
関
係
で
悩
ん

で
い
る
」、「
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
な

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
心
も
か
ら
だ
も
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
こ
の
時
期
を
不
安
な
く
過
ご
し
、
安
心
し

て
新
し
い
家
族
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
で
は

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
（
午
前
9
時
30
分
〜
受
付
）

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

内　

容

　

妊
娠
と
お
産
の
話

　
〜
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
る
た
め
に
〜

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

日　

時　
2
月
23
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
50
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

講　

師　

助
産
師　

塚
原　

敦
子
氏

料　

金　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
妊
婦
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
　
（
持
っ
て
い
る
人
）

※
パ
ー
ト
ナ
ー
や
お
子
様
と
一
緒
の
参
加
も
可

能
で
す
。
お
申
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

3
月
3
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
（
予
約
制
）

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
気
軽
に
集
い
交

流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

3
月
11
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

福
井
県
看
護
協
会

　
　
　
　

福
井
市
北
四
ツ
居
町
６
０
１

　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

５
４‒

８
６
２
０

内　

容　

フ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
　
　

ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

　

法
律
問
題
、
こ
こ
ろ
の
相
談
、
多
重
債
務
、

ひ
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
、
健
康
相
談
等
の
お

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

日　

時　

3
月
6
日
㈰

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

場　

所　

越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

越
前
市
府
中
1
丁
目
11‒

2

　
　
　
　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
武
生
4
Ｆ

ス
タ
ッ
フ

　

弁
護
士
、
精
神
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
消

費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
、
生
活
自
立
支
援
員
、
保
健
師　

☆
お
一
人
相
談
時
間　

約
45
分

☆
予
約
状
況
に
よ
り
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会

日　
　

時　

2
月
16
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

※
ま
た
、
が
ん
の
予
防
や
検
診
、
治
療
等
、
が

ん
に
関
す
る
定
例
相
談
（
面
接
・
電
話
）
を
、

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
に

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　

公
益
社
団
法
人　

福
井
県
看
護
協
会　

　
☎
０
７
７
６‒

５
４‒

８
６
２
０ 

相
談
申
し
込
み
先

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

武
生
福
祉
保
健
部　

健
康
増
進
課

　
☎
２
２‒

４
１
３
５

　

つ
く
る
・
た
べ
る
・
あ
そ
ぶ
を
テ
ー
マ
に
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

つ
く
る　

炊
飯
器
で
焼
か
な
い
焼
き
芋
を
つ
く
り
・
稲
荷
寿
司
も
つ
く
ろ
う
！！

　
　
　
　
　

そ
し
て
、
協
働
作
業
は
「
臼
と
杵
」
で
餅
つ
き
だ
！！

た
べ
る　

餅
と
芋
と
稲
荷
寿
司
そ
し
て
、
十
割
そ
ば

あ
そ
ぶ　

親
子
で
ソ
リ
競
走
（
親
子
の
信
頼
度
測
定
）

　
　
　
　
　

雪
上
訓
練
・
竹
ス
キ
ー
で
進
め
！！
（
体
力
測
定
）

開
催
日
時　

2
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
か
ら

場　
　

所　

越
前
町
笈
松　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜

募
集
定
員　

親
子
で
35
人
（
年
長
・
小
学
生
）

参
加
料　

１
，０
０
０
円
／
1
人

　

募
集
開
始
は
2
月
1
日
で
す
。
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
積
雪
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

事
務
局　

☎
３
６‒

２
０
５
０

雪
と
あ
そ
ぼ
う
！！

「
２
０
１
６　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ 

in 

悠
久
」
開
催
の
お
知
ら
せ

丹南健康福祉センター広報誌
「たんけん」マスコット

“たんにゃん”

予約制
相談無料

お気軽に
ご相談ください。
秘密厳守

2
月
の
休
館
日　
1
・
8
・
12
・
15
・
22
・
29
日

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）　 

入
館
料　
無
料問合せ先　越前陶芸村文化交流会館

　　　　　☎32‒3200

2
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館　

会
館
情
報

響きあう酒器展
2月18日（木）～ 3月27日（日）
越前焼作家が丹精込めて作り上げ
た「酒器」と全国から募集した川
柳が春の薫りを誘います。

越前焼で珈琲時間
　 常 時100点 以
上ある越前焼作家
のコーヒーカップ
の中からお好きな
カップを選んで
コーヒーが楽しめ
るセルフカフェ。
　四季折々の陶芸

公園を眺めながらとっておきの時
間を過ごしませんか。

広報 えちぜん 16平成28年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん17 平成28年２月号

みんな集まれ健康な暮らしのために

健康な暮らしのために



チラシ見て無料にひかれ財布痩せ 山内　千代
健康を大事に今を生きて行く 山谷　ゆり川 柳 スマートフォン無料アプリの花盛り 松村　典子

詰め放題無料と知った欲の皮 武藤　久子川 柳

図　書　館　だ　よ　り

図書館臨時休館のお知らせ

　図書館では 1年に 1回、「蔵書点検」を行います。そのため、それぞれ数日間のお休みをいただきます。
　蔵書点検は、図書館で所蔵している図書が、あるべき場所に収まっているかデータと確認し、行方不明の
ものがないか点検します。また、図書の増加に伴い場所を移動したり、破損のひどい図書がないかの確認作
業も行います。
　ご理解とご協力をよろしくお願いします。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

2月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■ 「越前町いきいき情報局」
所得税確定申告・住民税申告の
お知らせ
【1月30日㈯～2月19日㈮】
「越前がに」シーズン終了間近！！
【2月20日㈯～3月4日㈮】

■「Jr.＋（ジュニアプラス）」
宮崎スポーツ少年団　
少女バレーボールクラブ
【2月6日㈯～2月12日㈮】

■ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
朝日中央保育所①
【2月20日㈯～2月26日㈮】
朝日中央保育所②
【2月27日㈯～3月4日㈮】

※その他の番組の放送予定や放送時間は
丹南ケーブルテレビ㈱のホームページ
でご確認ください。

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

子は親の鏡

けなされて育つと、子どもは、人をけなすようになる

とげとげした家庭で育つと、子どもは、乱暴になる

不安な気持ちで育てると、子どもは不安になる

「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもは、

みじめな気持ちになる

子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる

親が他人を羨んでばかりいると、子どもも人を羨む

ようになる

叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子

なんだ」と思ってしまう

臨時休館中の図書の返却は、夜間返却口をご利用ください。

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
梅
浦
地
区
の
嘉
奈
宏
造
さ
ん
で
す
。
嘉

奈
さ
ん
は
成
和
中
学
校
の
陸
上
部
に
所
属
し
、
短
距
離
走
（
１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
）
の
選
手
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
全
国
大
会
に
出
場
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
に
行
わ
れ
る
福
井
国
体
の
強
化
選
手
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
福
井
国
体
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
で
す
。

　

嘉
奈
さ
ん
は
小
学
生
の
と
き
か
ら
走
る
の
が
速
く
、
小
学
5
年
生
の
と
き
丹
生

郡
記
録
会
に
出
場
し
た
こ
と
で
短
距
離
走
に
目
覚
め
、
本
格
的
に
練
習
を
始
め
ま

し
た
。
中
学
進
学
後
も
短
距
離
走
を
続
け
た
か
っ
た
嘉
奈
さ
ん
は
、
陸
上
部
が
あ

り
短
距
離
走
が
続
け
ら
れ
る
環
境
に
行
き
た
い
と
強
く
思
い
、
成
和
中
学
校
に
進

学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
現
在
の
陸
上
部
の
先
生
は
福
井
国
体
に
向
け
た
選

手
指
導
を
担
当
し
て
お
り
、
厳
し
い
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
辛
い
と
き
こ
そ

楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
前
向
き
に
目
的
意
識
を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
普
段
の
生
活
で
も
、
あ
い
さ
つ
、
勉
強
面
な
ど
積
極
的
に

行
い
、
周
り
か
ら
応
援
さ
れ
る
選
手
に
な
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

陸
上
部
の
先
生
が
初
め
て
嘉
奈
さ
ん
の
走
り
を
見
た
と
き
、「
体
に
バ
ネ
が
あ
る

が
走
り
方
が
う
ま
く
な
い
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
入
部
以
降
は
、
先
生
の
指
導

と
嘉
奈
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
直
す
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
１
０
０
ｍ
の
自
己
ベ
ス

ト
が
11
秒
45
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、走
り
方
を
直
す
の
は
地
道
な
こ
と
で
し
た
が
、

毎
日
の
練
習
か
ら
嘉
奈
さ
ん
の
短
距
離
走
に
対
す
る
向
上
心
や
熱
心
さ
が
見
ら
れ
、

陸
上
競
技
に
対
す
る
人
一
倍
の
想
い
を
感
じ
取
れ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
8
月
に
行
わ
れ
る
全
中
大
会
に
出
場
し
、
１
０
０
ｍ
を
10
秒
台
、

２
０
０
ｍ
を
22
秒
で
走
り
、
入
賞
し
た
い
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標

タ
イ
ム
で
の
走
り
に
向
け
、
嘉
奈
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

成和中学校2年

嘉 奈  宏
こ う

 造
ぞ う

さん
（梅浦地区）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

えちぜんスポーツナビ

励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる

広い心で接すれば、キレる子にはならない

誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ

愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ

認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる

見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる

分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ

親が正直であれば、子どもは、正直であることの大切さを

知る

子どもに公平であれば、子どもは、正義感のある子に育つ

やさしく、思いやりをもって育てれば、子どもは、やさし

い子に育つ

守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ

和気あいあいとした家庭で育てば、

子どもは、この世の中はいいところだと思えるようになる

「子どもが育つ魔法の言葉」より

臨　時　休　館　日

【越 前 分 館】 2 月15日（月）～17日（水）

【町立図書館】 2 月29日（月）～ 3 月 3 日（木）

【宮 崎 分 館】 3 月 7 日（月）～ 9 日（水）

※織田分館の点検は6月頃に行う予定です。

広報 えちぜん 18平成28年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん19 平成28年２月号

得々情報



きっと会える信じて今日も拉致家族 原　　榮子
不確かな明日へ架ける命綱 木下百合子川 柳 岐路に立つ優しいこの手きっと母 司辻　文子

万物のお蔭で今日も生きている 向当みつ子川 柳 広報 えちぜん 20平成28年２月号広報 えちぜん21 平成28年２月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
3333

―
円
山
宝
塔

―
円
山
宝
塔  

編
―
編
―

学
Ｍ 
今
回
は
、
大
谷
寺

区
に
あ
る
「
円
山

宝
塔
（
図
）」
と

呼
ば
れ
る
、
こ
の

石
塔
を
み
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

 

円
山
宝
塔
は
、笏

し
ゃ
く

谷だ
に

石い
し

で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

笏
谷
石
は
、
福
井
市
の
足
羽
山
で
採
掘
さ
れ
て
い

た
石
材
で
す
ね
。

学
Ｍ 

越
前
の
石
塔
を
み
る
と
、
笏
谷
石
で
造
ら
れ
た
製

品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
緑
色
と
青
色
が
混
じ
っ

た
よ
う
な
色
を
し
て
お
り
、
緑

り
ょ
く

色し
ょ
く

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

と
い
わ

れ
ま
す
。

Ｅ
子 

お
寺
や
神
社
な
ど
に
行
く
と
、
石
畳
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
雨
が
降
る
と
深
い
青
色
に
な

り
、と
て
も
き
れ
い
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

学
Ｍ 

す
で
に
、
古
墳
時
代
に
は
笏
谷
石
製
の
石
棺
が
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
越
前
を
代
表
す
る
石
材

で
す
ね
。

 

で
は
、
若
狭
で
は
ど
の
よ
う
な
石
材
を
石
塔
に
利

用
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

Ｅ
子 

日ひ

引び
き

石い
し

で
す
ね
。

学
Ｍ 

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
ね
。
高
浜
町
の
日
引
で
産
出

さ
れ
る
日
引
石
が
有
名
で
す
。

 

越
前
で
も
敦
賀
に
行
く
と
、
笏
谷
石
よ
り
も
花か

崗こ
う

岩が
ん

製
の
石
塔
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
地
域
に
よ
り

使
用
さ
れ
る
石
材
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

 

さ
て
、
話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
円
山
宝
塔
は
上

部
の
一
部
を
欠
い
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
造
立
当

初
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
現
存
で
、
高
さ
は

一
八
三
セ
ン
チ
を
は
か
り
ま
す
。

 

基
壇
・
基
礎
・
塔
身
・
屋
根
・
相
輪
の
各
パ
ー
ツ
が

組
み
合
わ
さ
れ
、
塔
身
に
は
四
面
に
梵
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
梵
字
周
辺
は
花
弁
や
蓮
華
な
ど
に

よ
っ
て
装
飾
さ
れ
、
越
前
に
特
有
な
装
飾
方
法
か

ら「
越え

ち

前ぜ
ん

式し
き

月が
ち

輪り
ん

」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
の
宝
塔
は
、い
つ
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

基
礎
に
「
如
件
観
応
三
年
七
月
十
一
日
敬
白
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
観
応
三
（
一
三
五
二
）
年
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

Ｅ
子 

基
壇
の
下
に
、小
さ
な
穴
が
あ
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

よ
く
気
が
つ
き
ま
し
た
ね
。
実
は
、
こ
れ
が
と
て
も

重
要
な
の
で
す
。
こ
の
穴
の
内
部
を
さ
ぐ
る
と
、
宝

塔
の
下
へ
手
を
入
れ
て
、
何
か
を
塚
の
中
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

何
を
納
め
る
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

全
国
の
類
例
を
み
る
と
、
石
塔
の
内
部
や
下
部
に

火
葬
骨
を
入
れ
る
た
め
の
空
間
を
設
け
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
円
山
宝
塔
も
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

お
そ
ら
く
、
石
塔
の
下
に
は
大
き
な
甕
な
ど
が
据

え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
子 

つ
ま
り
、
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
骸
の
一
部
を
納
め

る
た
め
に
、
円
山
宝
塔
は
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

学
Ｍ 

そ
の
可
能
性
が
高
い
の
で
す
が
、
石
塔
の
下
を
発

掘
調
査
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
断
定
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
遺
跡
が
位
置
す
る
場
所
は
、
古
く

か
ら
人
の
往
来
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
人
の
目
を
惹ひ

く
よ
う
に
塚
と
石
塔
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

何
ら
か
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
造
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

 

す
る
と
、
こ
の
遺
跡
は
通
常
の
墓
地
で
は
な
く
、
高

僧
な
ど
特
定
の
人
物
の
遺
骨
を
納
め
、
供
養
す
る

た
め
の
宗
教
施
設
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

定
で
き
ま
す
。

Ｅ
子 

だ
か
ら
、
周
辺
の
平
坦
面
を
発
掘
調
査
し
て
も
、
何

も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

円
山
宝
塔
も
指
定
文
化
財
で
す
よ
ね
？

学
Ｍ 

平
成
二
年
に
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
全
国
的
な
事
例
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
円
山
の
性
格
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、「
ま
ん
が
日
本

昔
ば
な
し
」
と
い
う
番
組
が
放
送
さ
れ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
か
。
題
名
の
と
お
り
全
国
の
昔
話
が
、毎

回
2
話
ず
つ
ア
ニ
メ
に
な
っ
て
放
送
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
よ
く
見
て
い
る
と
話
が
始

ま
る
際
、
題
名
の
他
に
「
○
○
県
の
昔
話
」

と
い
う
注
記
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
今
思
い
返
し
て
み
る
と
、福
井
県
内
、越

前
町
内
に
伝
わ
っ
て
い
る
昔
話
に
似
て
い

る
話
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
に
は
昔
話
が
ど
う
い
う
風
に
生
ま

れ
て
伝
わ
っ
て
き
た
か
、
と
い
う
点
に
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
昔
話
は
我
々
の
日

常
生
活
の
中
で
生
ま
れ
、
我
々
が
口
伝
え

で
伝
承
し
て
き
た
説
話
の
一
つ
で
す
。

　

昔
話
は「
家
族
の
中
の
大
人（
も
し
く
は

年
長
の
若
者
）が
、夜
、子
ど
も
達
に
語
る
」

と
い
う
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
か
つ
て
は
こ
の
他
に
、
も
う
一
つ
の
形

が
あ
り
ま
し
た
。
常
に
そ
ば
に
い
る
語
り

手
以
外
の
人
々
、行
商
人
や
芸
人
な
ど
、全

国
を
移
動
し
て
商
売
を
行
っ
て
い
る
人
々

に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
昔
話
で
す
。
こ
れ
ら

の
人
々
は
代
々
伝
わ
っ
て
い
る
話
や
立
ち

寄
っ
た
場
所
で
聞
い
た
話
を
、
一
夜
の
宿

を
提
供
し
て
く
れ
た
家
で
お
礼
と
し
て
披

露
し
た
り
、
芸
の
題
材
と
し
て
語
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
町
史
に
の
っ
て
い
る
昔
話
で

は
、
次
の
話
が
全
国
的
に
伝
播
し
て
い
る

話
で
す
。
き
つ
ね
の
お
産
に
医
者
が
呼
ば

れ
る
織
田
地
区
の
昔
話
「
上
戸
の
き
つ
ね
」。

人
間
が
人
間
以
外
の
も
の
（
猿
や
蛇
な
ど
）

と
婚
姻
を
結
ぶ「
異い

類る
い

婚こ
ん

姻い
ん

譚た
ん

」に
分
類
さ

れ
る
宮
崎
地
区
の
「
三
番
娘
の
知
恵
」、
織

田
地
区
の
「
大
蛇
と
娘
」。
家
を
出
さ
れ
た

継ま
ま

子こ

が
苦
難
の
末
に
幸
せ
を
掴
む
越
前
地

区
の「
お
ぎ
ん
こ
ぎ
ん
」。

　

こ
れ
ら
の
中
で
「
上
戸
の
き
つ
ね
」
は
、

時
代
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
昔
話

で
す
。
ま
ず
こ
の
話
は
二
つ
の
話
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
物
語
全
体
の
導
入
部
分

と
し
て
狐
が
人
を
騙
す
存
在
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
示
す
魚
屋
が
だ
ま
さ
れ
る
話
、

そ
の
あ
と
に
医
者
が
あ
る
屋
敷
の
お
産
に

呼
ば
れ
る
話
が
本
編
と
し
て
始
ま
る
と
い

う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、出
産
の
際
に
医
者
に
か
か
る
こ
と

は
当
た
り
前
で
す
が
、か
つ
て
は
出
産
経
験

豊
富
な
老
婆
が
お
産
に
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
そ
れ
が
職
業
化
し
、「
産
婆
」と

呼
ば
れ
る
女
性
が
登
場
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
話
は
狐
の
話
と
い
う
形
を

借
り
て
、当
時
の
お
産
状
況
の
変
化
が
書
か

れ
て
い
る
の
で
す
。
狐
の
お
産
話
は
、
北
は

北
海
道
、南
は
鹿
児
島
ま
で
各
地
に
伝
わ
っ

て
お
り
、話
に
よ
っ
て
お
産
に
呼
ば
れ
る
の

は
産
婆
で
あ
っ
た
り
老
婆
で
あ
っ
た
り
医

師
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
土
地
、
時
代

に
ど
ん
な
人
が
お
産
に
関
わ
っ
て
き
た
の

か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伝
わ
っ
て
い
る
中
で
一
番
古
い
話
は
、

江
戸
時
代
に
安
芸
浅
野
藩（
広
島
県
）の
儒

学
者
、
平
賀
白
山
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
随

筆『
蕉
し
ょ
う

斎さ
い

筆ひ
っ

記き

』に
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
話
で
は
医
者
が
お
産
で
呼
ば
れ
ま
す

が
、お
産
は
失
敗
し
て
母
狐
は
死
亡
、医
者

は
野
原
に
取
り
残
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
お

産
の
礼
金
は
、
狐
が
よ
そ
の
家
か
ら
だ
ま

し
取
っ
た
も
の
で
す
が
本
物
で
、
そ
の
後

医
者
は
ま
す
ま
す
繁
盛
す
る
と
い
う
結
末

で
終
わ
り
ま
す
。

雨
田
光
平
記
念
館　

学
芸
員　

小
辻
陽
子

昔
話
は
日
本
中
を
め
ぐ
る
？

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
二
十
五
回

実　施　日 場　　所 電話番号

 2 月 9 日（火） あさがお保育園 34－1110

 2 月10日（水） 朝日中央保育所 34－0081

 2 月25日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

 2 月18日（木） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

 2 月12日（金） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

 2 月 9 日（火） 宮崎中央保育所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

 2 月 9 日（火） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

　

今
年
の
冬
は
雪
が
少
な
く
、
私
た
ち
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
で
も
、

ス
キ
ー
場
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
関
係
者
に
は
辛
い

冬
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
20
代
前
半
の
こ
ろ
は
朝
早
起
き
し
て
ス

キ
ー
場
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
2
、

3
年
は
ま
っ
た
く
の
ご
無
沙
汰
で
、
ス
キ
ー
板

の
所
在
す
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

ス
キ
ー
と
い
え
ば
1
月
に
、
長
野
県
で
大
型

ス
キ
ー
バ
ス
の
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
現
時
点

で
は
詳
細
な
原
因
は
分
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
15

人
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
で
し
た
。

未
来
あ
る
大
学
生
が
多
く
犠
牲
に
な
っ
た
と
聞

い
て
、
ご
家
族
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
と
て
も

悲
し
く
、
辛
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

今
回
の
事
故
は
乗
客
に
と
っ
て
は
防
ぎ
よ
う

の
な
い
も
の
で
す
が
、
自
分
で
車
を
運
転
す
る

場
合
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
げ
る
事
故
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
人
に
悲
し
い
思
い

を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
、
通
勤
、
通
学
し
た
い
で
す
ね
。

人口と世帯
（1月1日現在）

　

1
月
16
日
・
17
日
に
開
か
れ
た
「
水
仙
・
カ

ニ
フ
ェ
ア
」
で
の
越
前
水
仙
の
無
料
配
布
で
の

1
コ
マ
で
す
。
今
年
か
ら
新
調
し
た
と
い
う
、

か
す
り
姿
の
水
仙
娘
3
人
か
ら
越
前
水
仙
の
切

り
花
を
受
け
取
っ
た
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
と
て

も
満
足
そ
う
で
し
た
。

人　口 22,652人

　男 10,954人
　女 11,698人
世帯数 7,318戸

（前月より18人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

朝　

日　

河
合　

翔
し
ょ
う

汰た

（
光
利
、
男
）

佐
々
生　

尾
川　

銀ぎ
ん

弥や

（
智
久
、
男
）

田　

中　

西　
　

椿つ
ば

綺き

（
達
也
、
女
）

小　

倉　

野
村　

大だ
い

知ち

（
卓
哉
、
男
）

天　

谷　

渡
邉
凛り
ん

太た

郎ろ
う

（
修
一
、
男
）

江　

波　

池
内　

辰た
つ

希き

（
孝
至
、
男
）

梅　

浦　

三
田
村
奈な

波な
み

（
勉
、
女
）

新　

保　

松
井　

楓ふ
う

那な

（
優
、
女
）

小　

樟　

中
野　

杏も
も

彩な

（
悠
佑
、
女
）

茂　

原　

木
村　

仁に

絆い
な

（
達
矢
、
女
）

高　

佐　

船
矢　

悠ゆ
う

真ま

（
吉
章
、
男
）

米　

ノ　

西
ヶ

碧あ
お

海い

（
良
佑
、
男
）

打　

越　

伊
部
美み

音お

里り

（
浩
明
、
女
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中　

河
﨑
ま
つ
を
さ
ん
（
94
歳
）

西
田
中　

齊
藤　
　

桂
さ
ん
（
87
歳
）

朝　

日　

青
山　

敏
夫
さ
ん
（
85
歳
）

気
比
庄　

山
下　

秋
夫
さ
ん
（
83
歳
）

栃　

川　

尾
澤　

政
一
さ
ん
（
64
歳
）

天　

王　

髙
橋　
　

滋
さ
ん
（
53
歳
）

境　

野　

山
口
と

を
さ
ん
（
88
歳
）

上
糸
生　

山
内　

新
𠮷
さ
ん
（
79
歳
）

増　

谷　

上
野　

健
一
さ
ん
（
50
歳
）

小
曽
原　

田
井　

妙
子
さ
ん
（
84
歳
）

江　

波　

井
上
ち
よ
の
さ
ん
（
92
歳
）

樫　

津　

武
田　

カ
ル
さ
ん
（
103
歳
）

宇
須
尾　

青
山　

文
子
さ
ん
（
90
歳
）

宇
須
尾　

横
田　

一
郎
さ
ん
（
86
歳
）

玉　

川　

桝
谷　

靜
江
さ
ん
（
103
歳
）

　

宿　
　

芳
野
シ
ズ
ヱ
さ
ん
（
86
歳
）

小　

樟　

濵
野　

武
士
さ
ん
（
91
歳
）

小　

樟　

中
島　

直
行
さ
ん
（
63
歳
）

米　

ノ　

中
橋
治
良
右
ヱ
門
さ
ん
（
93
歳
）

　

東　
　

佐
藤　

祥
子
さ
ん
（
81
歳
）

寺　

家　

轟　
　

ム
メ
さ
ん
（
97
歳
）

　

中　
　

相
馬
き
み
子
さ
ん
（
97
歳
）

細　

野　

伊
部
ス
ミ
子
さ
ん
（
78
歳
）

打　

越　

山
内　

節
子
さ
ん
（
74
歳
）

編
集
後
記
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美
し
い
音
色

じ
ゃ
ま
者
な
し
の
音
楽
団

あ
ら
？

風
に
乗
っ
て
ご
来
場

曲
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

音
楽
と
共
に
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

香
水
の
香
り
？

い
い
え

自
然
の
香
り

カ
ニ
も

水
仙
も

人
間
も

心
が
あ
る
か
ら
美
し
い

カ
ニ
と
水
仙
と
風

や
ま
な
い
演
奏

自
然
の
香
り
を

お
供
に
つ
け
て

さ
ぁ
始
ま
る

美
し
い
演
奏
会

奨
励
賞

越
前
中
学
校 

二
年 

揚　

原　
　
　

周

越
前
中
学
校 

三
年 

豊　

浦　

虎
太
郎

佳　

作
朝
日
中
学
校 

一
年 

渡　

邉　

優　

衣

越
前
中
学
校 

一
年 

島　

田　

侑　

季

織
田
中
学
校 

二
年 

佐
々
木　

湧　

仁

織
田
中
学
校 

二
年 

谷　

口　

菜　

月

越
前
中
学
校 

三
年 

橋　

本　

圭　

吾

大　

賞
藤
島
高
等
学
校 

三
年 

冨　

澤　

春　

華

「
故ふ
る

郷さ
と

の
香
り
気
高
き
雪
中
花
」

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校 

一
年 

山　

口　

梨　

絵

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校 

一
年 

湯　

本　

亜　

柚

佳　

作
仁
愛
女
子
高
等
学
校 

一
年 

斎　

藤　

夏　

美

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校 

一
年 

大　

森　

美　

玖

丹
生
高
等
学
校 

一
年 

道　

前　

美　

月

仁
愛
女
子
高
等
学
校 

二
年 

廣　

部　

珠　

央

丹
生
高
等
学
校 

三
年 

横　

田　

知　

香

大　

賞
福
井
県
越
前
市 

 

上　

嶋　

昭　

子

「
受
付
に
匂
ふ
水
仙
入
籍
す
」

奨
励
賞

愛
媛
県
松
山
市 

 

森　

田　

欣　

也

群
馬
県
前
橋
市 

 

鈴　

木　

き
よ
え

佳　

作
神
奈
川
県
横
浜
市 

 

竹　

澤　
　
　

聡

福
井
県
越
前
市 

 

岬　
　
　

奈　

実

福
井
県
越
前
市 

 

中　

山　

昭　

子

福
井
県
敦
賀
市 

 

大
和
田　

康　

夫

福
井
県
福
井
市 

 

草　

笛　

雅　

也

大　

賞
織
田
小
学
校 

四
年 
泉　
　
　

初　

音

「
水
仙
の
か
お
り
よ
と
ど
け
祖
母
の
は
か
」

奨
励
賞

四
ヶ
浦
小
学
校 

二
年 

山　

本　
尉　

新

瓜
生
小
学
校 

四
年 

石　

倉　
涼　

音

佳　

作
城
崎
小
学
校 

一
年 

畑　
　
　

里　

穂

織
田
小
学
校 

三
年 

佐
々
木　

詩　

穂

朝
日
小
学
校 

四
年 

松　

村　

謙　

希

城
崎
小
学
校 

四
年 

別　

司　

帆
乃
花

四
ヶ
浦
小
学
校 

六
年 

田　

中　

奈
々
未

大　

賞
神
戸
市
立
鷹
取
中
学
校 

三
年 

玉　

城　

杏　

梨

「
水
仙
の
香
る
小
路
を
走
り
け
り
」

奨
励
賞

朝
日
中
学
校 

二
年 

清　

水　

駿　

介

朝
日
中
学
校 

三
年 

三　

上　

夏　

歩

佳　

作
織
田
中
学
校 

一
年 

冨　

田　

明
日
香

織
田
中
学
校 

二
年 

佐
々
木　

逸　

実

朝
日
中
学
校 

二
年 

横　

田　

智　

大

織
田
中
学
校 

三
年 

山　

岸　

理　

佑

朝
日
中
学
校 

三
年 

宮　

川　

莉　

奈

大　

賞
朝
日
小
学
校 

二
年 

西　

野　

華　

音

「
カ
ニ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
」

カ
ニ
は
い
っ
つ
も
チ
ョ
キ
を
出
す
。

じ
ゃ
ん
け
ん
よ
わ
そ
う
だ
な
ー

う
ち
の
お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
。

お
姉
ち
ゃ
ん
は　

じ
ゃ
ん
け
ん
す
る
時
、

チ
ョ
キ
し
か
出
さ
な
い
。

わ
た
し
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ら

お
姉
ち
ゃ
ん
に
負
け
た
こ
と
な
い
ん
だ
ー
♪

で
も
ね
こ
の
前　

お
姉
ち
ゃ
ん
が
マ
マ
と

話
し
て
い
る
の
を
聞
い
ち
ゃ
っ
た
。

マ
マ
「
い
つ
も
チ
ョ
キ
し
か
出
さ
な
い
か
ら

負
け
る
の
よ
。
」

姉
「
わ
ざ
と
に
負
け
て
あ
げ
て
る
の
！
」

知
ら
な
か
っ
た
！！

わ
ざ
と
だ
っ
た
ん
だ
！？

そ
れ
じ
ゃ
、
カ
ニ
も
わ
ざ
と
に

チ
ョ
キ
を
出
し
て
い
る
の
か
な
？

う
れ
し
い
な
あ

や
さ
し
い
な
あ

こ
ん
ど
カ
ニ
を
見
つ
け
た
ら
、

わ
た
し
の
手
の
ひ
ら
を

大
き
く
開
い
て
出
し
て
み
よ
う
！

き
っ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
と
思
っ
て

海
の
香
り
を
さ
せ
な
が
ら
、

ハ
サ
ミ
を
ふ
り
上
げ
る
よ

こ
ん
ど
お
姉
ち
ゃ
ん
と
じ
ゃ
ん
け
ん
す
る
時
は
、

パ
ー
を
出
し
て
み
よ
う
！

お
姉
ち
ゃ
ん
ど
ん
な
顔
す
る
か
な
？

や
さ
し
い
カ
ニ
も

や
さ
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
も

大
好
き
♡

奨
励
賞

神
明
小
学
校 

二
年 

原　
　
　

優　

花

四
ヶ
浦
小
学
校 

六
年 

田　

中　

奈
々
未

佳　

作
朝
日
小
学
校 

一
年 

阪　

下　

雄　

亮

神
明
小
学
校 

一
年 

原　
　
　

彩　

花

朝
日
小
学
校 

四
年 

西　

野　

陽　

香

朝
日
小
学
校 

六
年 

中　

村　

朋　

香

四
ヶ
浦
小
学
校 

六
年 

佐
々
木　

め　

い

大　

賞
越
前
中
学
校 

一
年 

濵　
　
　

愛
梨
沙

「
冬
の
音
楽
団
」

　

サ
ラ
サ
ラ
サ
ラ

風
に
ゆ
れ
る
花

　

チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ

波
に
乗
っ
て
く
る
生
き
物

風
と
い
う
フ
ル
ー
ト

水
仙
と
い
う
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

カ
ニ
と
い
う
テ
ィ
ン
パ
ニ

大　

賞
仁
愛
女
子
高
校 

一
年 

私　

市　

琴　

野

「
花
の
に
お
い
の
す
る
土
は
」

私
の
母
の
趣
味
は
草
と
り
ら
し
い

庭
を
は
い
ず
り
ま
わ
っ
て
今
日
も
草
と
り

あ
る
時
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た

「
こ
こ
の
土
は
花
の
に
お
い
が
す
る
」

熱
で
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
し
ら

そ
こ
は
す
こ
し
前
ま
で

水
仙
の
葉
っ
ぱ
が
わ
さ
わ
さ
と
繁
っ
て
い
た
所

葉
っ
ぱ
だ
け
が
わ
さ
わ
さ
と

食
べ
ら
れ
そ
う
な
く
ら
い
青
々
と

水
仙
の
花
？

咲
い
て
い
た
の
を
見
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と

そ
こ
の
土
を
ほ
じ
っ
て
み
る
と

小
さ
な
小
さ
な
球
根
が

肩
を
よ
せ
あ
い　

ぐ
ち
ぐ
ち
と　

並
ん
で
い
た

植
え
か
え
て
や
ら
な
か
っ
た
か
ら

植
え
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
か
ら

球
根
た
ち
は　

ぐ
ち
ぐ
ち
と　

な
ら
ん
で
い
た

水
仙
の
花
の
に
お
い
…

球
根
に
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
た

本
当
は
暖
か
い
日
ざ
し
を
あ
び
て

満
開
に
咲
き
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
う

母
と
球
根
を
植
え
か
え
た

水
仙
の
花
の
に
お
い
の
す
る
球
根
を
植
え
か
え
た

来
年
は
こ
の
球
根
た
ち
か
ら

た
く
さ
ん
の
花
が
咲
く
だ
ろ
う
か

今
度
は
土
の
中
で
咲
く
の
で
は
な
く

暖
か
い
日
の
下
で
満
開
に
咲
く
だ
ろ
う
か

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校 

一
年 

山　

口　

梨　

絵

佳　

作
武
生
高
等
学
校 

一
年 

青　

木　

智　

也

仁
愛
女
子
高
等
学
校 

二
年 

高　

田　

佳　

実

　大　

賞
愛
知
県
一
宮
市 

 

大　

江　
　
　

豊

「
卒
業
ま
で
」

い
つ
も
の
と
こ
ろ
に

ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
て

咲
い
て
い
た　

水
仙
が
好
き
だ
っ
た

わ
た
し
の
家
や
隣
近
所
の
家
に
も

ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
咲
い
て
い
た

遠
足
の
日
の
よ
う
に　

毎
年

通
り
す
が
り
に　

咲
い
て
い
た

一
年
生
に
な
っ
て
も　

二
年
生
に

な
っ
て
も　

三
年
生
に
な
っ
て
も

四
年
生
に
な
っ
て
も　

五
年
生
に

な
っ
て
も　

六
年
生
に
な
っ
て
も

（
変
わ
ら
な
か
っ
た　

わ
た
し
？
）

「
こ
こ
に
い
ま
す
」　

と

席
を
立
っ
て　

席
を
譲
っ
て
く
れ
た

そ
の
時
の
か
お
り　

と　

空
い
た
席
を

埋
め
る
よ
う
に　

一
葉
の
写
真
を

遠
く
て
近
い　

曇
り
空
か
ら　

引
き
出
し
て

て
の
ひ
ら
の
中
で　

色
づ
け
て
あ
げ
た
か
っ
た

春
先
に
か
け
て　

写
し
出
さ
れ
た　

一
群
れ

な
ぜ
？　

「
こ
こ
に
い
ま
す
」　

と

近
寄
っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

あ
れ
か
ら　

わ
た
し
も　

背
が
伸
び
て

そ
で
口
か
ら　

風
が
入
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た

自
転
車
に
も
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て　

わ
た
し
の
方
か
ら　

通
り
す
が
り
に

「
（
わ
た
し
は
）
こ
こ
に
い
ま
す
よ
」　

と

代
わ
り
に　

席
を
立
っ
て　

声
を
掛
け
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

一
年
生
に
な
っ
て　

二
年
生
に

な
っ
て　

三
年
生
に
な
っ
て

四
年
生
に
な
っ
て　

五
年
生
に

な
っ
て　

六
年
生
に
な
っ
て

（
変
わ
っ
て
い
っ
た　

わ
た
し
？
）

あ
れ
は　

卒
業
式
の
日

は
じ
め
て
の
よ
う
に　

教
室
の
中
に

届
け
ら
れ
た　

か
お
り
で
し
た

こ
れ
ま
で　

ひ
と
り
で　

そ
ば
に
行
っ
て　

し
ゃ
が
み
込
ん
で　

見
詰
め
て
き
た

水
仙
の
群
れ
が　

教
卓
の
上
の
花
び
ん
に

活
け
ら
れ
て
い
た　

切
り
花
は

襟
元
の
よ
う
に　

開
い
て
匂
っ
た

「
こ
こ
に
い
ま
す　

み
ん
な　

こ
こ
に
い
ま
す
」

先
生
か
ら　

離
れ
る
よ
う
に

窓
や
戸
を
開
け
て　

だ
れ
も
が

ひ
と
か
た
ま
り
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

か
お
り
で　

胸
を　

い
っ
ぱ
い
に
し
た

ひ
と
り
ひ
と
り
が　

顔
ま
で

花
で　

い
っ
ぱ
い
に
し
た

奨
励
賞

岐
阜
県
岐
阜
市 

 

後　

藤　
　
　

順

神
奈
川
県
横
浜
市 

 

草　

野　

理
恵
子

福
井
県
越
前
市 

 

神　

坂　
　
　

信

佳　

作
京
都
府
福
知
山
市 

 

塩　

見　

史　

子

福
井
県
鯖
江
市 

 

東　

野　

香
緒
里

福
井
県
越
前
市 

 

山　

口　

美
智
子

福
井
県
福
井
市 

 

平　

林　
　
　

立

福
井
県
越
前
市 

 

齋　

藤　

静　

子

入
賞
者  

大
賞
作
品

越
前

俳
句
部
門 
（
小
学
生
の
部
）

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

テーマ
かおり
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

3
離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

4
5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6

7

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

8
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

9
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

介
護
お
は
な
し
会

13
：
00
～
15
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

11

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

12
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13

14

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

15
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

3歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

子
ど
も
の
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18
19
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

20

21
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

22
23
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

25
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

26
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

27
平
成
27
年
度

地
域
福
祉
研
修

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

28

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
医
院

☎
34
-0
22
0

29
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